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1.はじめに

近年．線路の店架改良工事を推進・施工しているが．これに伴い，

お客様のニーズに応えるためにサービス奄源に関わる竜気設備も

新設・増設がされ，淘丑記竜系統においても仇荷が増加傾向にある。

当社のある図閉の店架改良工事の際，淘丑記鼈線路において．配竜

系統の変更に伴って，過電流継危器（以下9 #50とする）の不要動

作が発生した》そこで，店圧配電線路において，竜流波形を測定し

た結果，この現象は， ＃50が多大な励磁突入竜流を甜席暇荒と錯誤

して検出していることが分かっt~今回， 話圧配竜系統における＃50

の布輯作の対策として，第2岡悶波の含有率により，励磁突入應

流と故障電流を判別する機能を有した継電器の採用について検討

したので報告する。

2.屈磁翌心の測定

図lに，不嬰動作が発生しt項e霞系統を示す。図1から従来負荷
（地函に，新設伐荷（説阻nが増設され，回線の負荷（電気室
内の店圧変圧器等）が増えていることが分かる。励磁突入竜流は．

送篭開始時に発生し，配鼈線路の長さや噺浦種，変圧器によって変化

するとともに，即王器鉄心の残留磁束によっても変化するので，計

算によって算出することが困難である。そこで，実設備において篭

醐 ll定を実施し，具佑的な対策を検討することにしt.:..励磁突入霞
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図1障害のあった高圧配電系統

流は 一様ではなく，投入のタイミング等で変化するため，数多く

の測定を実施したが，測定結果の→列を図2に示す。 T変祖所～k

変鼈所間の郎0の整定（直は1次側竜流で， 600Aであったが，図2

の測定結果によると，励磁突入竜流が800A程度流れているため，

#50が不要動作することになる。なお．図2の測定時には不必要な

停電を回避するため9 #50の動作都影を長く設定していたので．遮

断器動作はない。
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図2励磁突入電流測定詰果例
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3,第2高調波抑止機能付き保護継電器◎彫用

麟奴疇による過應諏諾竜器の不要動作の対策として，保

護継竜器の整定値を再度検討することにした。まず，最初に＃50の

整定値を，励磁突入電流よりも大きい最大タップとすることや＃50

にB封限を設定することを検討したが，励磁突入危洵丈→役に定格

（負荷）咆流の，十数倍程度なので，これを回避しようと整定する

と，痴0が本来の故障疱流を検出出来なくなる可能性が愁念される。

そこで，励磁突入電流に多く含まれる第2麻閥波を検出し，甜協霞

流と励磁突入竜流を判別する保護継電器（以下，第2ifli調波抑止機

能付き保護継鼈器とする）を使用することを検討した。
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第2話調波抑止機能付き保縁継電器は，麻調波含有率（基本波1こ

対する第2高調波の百分率 (2f /1 f))により遮断信号を抑止

する機能 (2fロック機能） があり，最近，様々な箇所において使

用されているが，その整定根拠を明確に示したものがない。そこで，

故障疱流と励磁突入祖流を判別する話調波含有率の値償淀個）の

根拠を明らかにするため，実際の配電系統において，励磁突入祀流

に含まれる第2話調波の測定をき竜電流アナライザ（昭和鼈子｛株）

製）を用いて測定を実施した，図3に測定結果を示す。図3から，励

磁突入電流に，第2高閻波成分が多く含まれていることが分かる。

また，今回測定しt~洞狂滋では第 2jDj調波の含有率が全て 30%

を超えていることが分かる。つまり，第2i¥'.li濶波の含有率が30％以

上の場合は励磁突入竜流であると判別することができると考えら

れる。今回， 検討した第2甜屑波抑止機能付き保揚継電器の設定可

能な店濶波含有率の最大タップが25％であったため，より確実に励

磁突入竜流と故障電流の判別が可能な最大タップを使用すること

にした＞

なお，参考として今回対象とした配篭系統とは全く異なる変電

所 ・配龍系統において励磁突入竜流の店詞波測定を実施したので，

その結果を図41乏示す。図4においても励磁突入鼈流が減哀してし

まう 200n1Sttl).変までは第2甜閲波の含有率が殆ど30％を超えてい

ることが分かる。

結果例を示す。整定値を超える励磁突入竜流が発生しているにも関

わらず，第2i+Ji調幽戎分が25％以上保持されているので， 2fロッ

ク機能が働いて，不要遮断動作を抑止していることが分かる。
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(a)励磁突入電流の高訓波舷析結果
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(b)電流波形および基本波実効値

図5難膿電暮＂後の珈撼込電充淀結果
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図3励磁突入電流の第2高訓波含有率測定結果
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5.まとめ
190 200 

店圧配龍系統の励磁突入竜流に対する保護継竜器の不要動侑坊

止対策として，第2高調波抑止機能付き保霞継電器を採用すること

が有効であることを確認したまた，励磁突入鼈流と故障恋窟か判

別に用いる第2jQj調波含有率の整定値を検討するため，実際の配鼈

系統において励磁突入電流の高調波解析を行った結果，今回の配電

系統においては，第2i¥li閻波の含有率が30％以上の場合，励磁突入

砲流であると判別しても問源ないことを確認しt~

今後．話圧配竜系統において，励磁突入電流による不要動作を軽

減するために第2jl1/j調波抑止機能付き保護継鼈器の採用を展開す

る予定であるが，励磁奴爾荒は配篤椴格の長さや線種，蜀王器

によって変化するため，採用系統毎に励磁突入爾流の高爵波測定を

実施し，安全性について検討したうえで導入したいと考えている。
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図4他系細こおける励磁突流の第2詞波含有串測定組果

4.効果の確窮

第2jl'.Jj閥波抑止機能付き保護維竜器の導入後，脱蔽突入電流の測

定を行い，不要動作が発生していないことを検証しな図5に測定
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